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平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
、
神
戸
メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
四
十
九

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
井
戸
知
事
を
は
じ
め
、
近
畿
経
済
産
業
局
波
留
産

業
部
長
な
ど
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
滞
り
な
く
議
案

審
議
を
終
了
。
特
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選

任
で
は
、
木
南
会
長
が
再
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
合

併
に
よ
り
商
工
会
数
が
二
十
九
に
な
っ
た
た
め
、
全

商
工
会
会
長
が
県
連
役
員
に
就
任
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
県
下
商
工
会
が
一
丸
と
な
っ
て
地

域
の
課
題
解
決
や
経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取

り
組
む
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

▲再任された木南会長

■県連合会Letter� ２～４頁
・平成二十一年度収支決算等四議案を審議
・新会長紹介
・「県功労者」商工会より７名が受賞
・県立大と経済団体が協議会を設立
・県青連通常総会及び幹部講習会
・地域活力増進事業審査会
・産学連携の事業調印

■商工会Letter� ５頁
・経営革新に取り組んで！
　（豊岡市商工会青年部日高支部）　
・「ホッピー」&「ラパちょん」の着ぐるみ完成
　（五色町商工会青年部）
・「民俗学ともちむぎぱすたのまち・福崎」
　（福崎町商工会）
・「今田の飲食店紹介」（篠山市商工会）

■ひょうご中小企業応援センター設置� ６頁

第
四
十
九
回

通
常
総
会
を
開
催

平成22年度スローガン

商工会は行きます 聞きます 提案します
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県
連
合
会
は
、
五
月
二
十
八
日
、

神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
四
十
九
回
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
は
じ
め
に
六
名
の
新
商
工
会
会
長

を
紹
介
し
、
続
い
て
木
南
会
長
が
挨

拶
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
臨
席
い
た
だ
い
た
多
数

の
来
賓
を
代
表
し
、
井
戸
知
事
、
波

留
近
畿
経
済
産
業
局 

産
業
部
長
、

田
中
兵
庫
県
火
災
共
済
協
同
組
合 

理
事
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が

あ
っ
た
。

　
資
格
審
査
報
告
の
後
、
次
の
四
議

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
第
一
～
三
号

は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に

下
表
の
通
り
新
役
員
が
選
任
さ
れ
た
。

一
、 

事
業
委
員
会
規
約
及
び
共
済
事

業
委
員
会
規
約
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

二
、 

平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

三
、 

平
成
二
十
一
年
度
特
別
会
計
収

支
決
算
承
認
に
つ
い
て

四
、 
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任

に
つ
い
て

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫ＡＴ
Ｍでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

平
成
二
十
一
年
度
収
支
決
算
等
四
議
案
を
審
議

～
第
四
十
九
回
通
常
総
会
～

兵庫県商工会連合会役員名簿
（平成22年５月28日改選）

役 職 名 氏　　名 所　属　商　工　会
会 長 木　南　岩　男 た つ の 市　商　工　会

副 会 長

小　田　脩　造 芦 屋 市　　　〃　　
志　智　宣　夫 南あわじ市　　　〃　　
大　西　壯　司 稲 美 町　　　〃　　
岩　見　　　勲 豊 岡 市　　　〃　　

専務理事 安　平　一　志 員 外 　 　
常務理事 増　田　登　司 員 外 　 　

常任理事
香　山　　　繁 宍 粟 市　商　工　会
堀　口　勝　久 神 河 町　　　〃　　
溝　畑　敏　樹 篠 山 市　　　〃　　

理 事

深　田　政　宏 川 西 市　　　〃　　
松　原　正　武 三 田 市　　　〃　　
安　井　一　弘 猪 名 川 町　　　〃　　 
土　肥　富　幸 加 東 市　　　〃　　
三　村　秀　策 多 可 町　　　〃　　
山　口　陽一郎 播 磨 町　　　〃　　
井　上　博　文 姫 路 市　　　〃　　
中　川　俊　昭 市 川 町　　　〃　　
後　藤　雅　一 福 崎 町　　　〃　　
小　河　清　之 上 郡 町　　　〃　　
谷　本　　　学 佐 用 町　　　〃　　
朝　倉　富　征 香 美 町　　　〃　　
守　山　康　博 浜 坂 町　　　〃　　
神　田　　　武 養 父 市　　　〃　　
古　屋　耕　三 朝 来 市　　　〃　　
村　上　康　充 丹 波 市　　　〃　　
三　津　啓　祐 淡 路 市　　　〃　　
山　本　道　雄 五 色 町　　　〃　　
霞　末　浩　二 県 青 連 会 長
行　　　幸　子 県 女 性 連 会 長

監 事
奥　川　正　之 吉 川 町　商　工　会
門　田　善　二 太 子 町　　　〃　　
北　村　譲　次 温 泉 町　　　〃　　

▲井戸知事による祝辞

主な行事予定
７
月
の
こ
よ
み

２
日
㊎
　 

県
女
性
連
正
副
会
長
、

常
任
理
事
会

５
日
㊊
〜 

６
日
㊋
　
県
青
連
第

二
回
幹
部
講
習
会

６
日
㊋
　 

経
営
支
援
研
修
会

（
基
礎
）

８
日
㊍
〜 

９
日
㊎
　
新
任
会
長

研
修
会

22
日
㊍
〜 

23
日
㊎
　
管
理
者
研

修
会

８
月
の
こ
よ
み

18
日
㊌
　
商
工
会
監
事
研
修
会

19
日
㊍
〜 

20
日
㊎
　
新
任
管
理

者
研
修
会

27
日
㊎
　 

兵
庫
県
商
工
会
女
性
部
　

部
長
会

加東市商工会
会長
土
ど

肥
ひ

　富
とみ

幸
ゆき

①昭和2�年
　�0月�0日
② 株式会社五洋産業
　取締役社長
③副会長

④加東市観光協会会長

三田市商工会
会長
松
まつ

原
ばら

　正
まさ

武
たけ

① 昭和40年
　７月20日
② 三田運送株式会社
　代表取締役社長
③ 理事

④元㈳三田青年会議所理事長
⑤旅行

猪名川町商工会
会長
安
やす

井
い

　一
かず

弘
ひろ

①昭和��年
　１月�0日
② 三栄建設工業株式会社
　代表取締役
③副会長

④猪名川町消防団副団長
⑤ゴルフ

播磨町商工会
会長
山
やま

口
ぐち

　陽
よう

一
いち

郎
ろう

①昭和2�年
　��月��日
② 播磨設備株式会社
　代表取締役
③ 副会長

④播磨町都市計画審議会委員
⑤読書

朝来市商工会
会長
古
ふる

屋
や

　耕
こう

三
ぞう

①昭和2�年
　３月４日
② 竹田家具株式会社
　代表取締役
③ 副会長

④㈳和田山納税協会　副会長
⑤海外旅行　グルメ

①生年月日　②事業所名並びに役職名　
③商工会での前職　④主な公職　⑤趣味

新会長紹介

川西市商工会
会長
深
ふか

田
だ

　政
まさ

宏
ひろ

①昭和��年
　４月29日
② 川西航空機器
　工業株式会社
　取締役社長

③副会長
⑤ゴルフ
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県
立
大
学
と
県
内
の
経
済
団
体
や

自
治
体
の
九
団
体
は
、
五
月
二
十
九

日
、
県
立
大
学
学
園
都
市
キ
ャ
ン
パ

ス
「
三
木
記
念
講
堂
」
に
お
い
て
、

産
業
振
興
・
地
域
活
性
化
を
目
的
と

し
た
「
産
学
公
人
材
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
、
そ
の
調

印
式
が
行
わ
れ
、
県
連
合
会
か
ら
は

木
南
会
長
が
出
席
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
県
下
の
経
済
団
体

や
行
政
機
関
と
県
立
大
学
の
研
究

者
・
学
生
等
が
連
携
を
図
る
こ
と

で
、「
理
論
と
実
践
の
融
合
」
に
よ

る
地
域
発
展
へ
の
貢
献
意
欲
と
能
力

を
持
つ
人
材
を
育
成
し
、
産
学
公
連

携
に
よ
る
組
織
間
の
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
新
た
な
形
と
規
模
に
よ
る

連
携
組
織
を
編
成
す
べ
く
設
置
さ
れ

た
も
の
。
県
連
合
会
、
県
中
小
企
業

家
同
友
会
、
神
戸
信
用
金
庫
、
尼
崎

市
、
㈶
尼
崎
地

域
・
産
業
活
性

化
機
構
、
県
信

用
保
証
協
会
、

（
公
財
）
ひ
ょ

う
ご
産
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
、

豊
岡
市
、
県
立

大
学
大
学
院
　

経
営
研
究
科
産

50

丹波市商工会
大地　伹 副会長

淡路市商工会
正木　文雄 前副会長

神河町商工会
堀口　勝久 会長

旧安富町商工会
北村　正和 会長

旧生野町商工会
奥藤　博司 会長

川西市商工会
四谷　勲 副会長

「
県
功
労
者
」
商
工
会
よ
り
７
名
が
受
賞

学
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
の
九
団
体
で

構
成
す
る
。

　
今
後
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

人
材
育
成
や
地
域
資
源
の
発
掘
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
大
学
の
学
術
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
、
販
路
開
拓
支

援
な
ど
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、
大
学
生

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

に
も
協
力
す
る
。

　
な
お
、
同
協
議
会
の
事
務
局
は
、

同
大
学
大
学
院
（
神
戸
市
西
区
）
に

設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

▲県立大と各団体が調印

産
業
振
興
功
労

　
兵
庫
県
は
五
月
三
日
、
平
成
二
十
二
年
の
県
功
労
者
と
し
て
表
彰
す
る
二

十
部
門
二
百
三
十
六
人
︵
う
ち
女
性
四
十
九
名
︶
を
発
表
。

　
商
工
会
関
係
者
で
は
産
業
振
興
功
労
、
女
性
活
動
功
労
を
受
賞
さ
れ
た
。

県女性連
行　幸子 会長

女
性
活
動
功
労

県
立
大
と
経
済
団
体
が
協
議
会
を
設
立

　
平
成
二
十
二
年
春
の
黄
綬
褒
章
が
発
表
さ
れ
、
兵
庫
県
で
は

三
十
九
名
（
八
名
女
性
）
が
受
章
、
商
工
会
関
係
者
は
藤
井
悦

治
氏
（
加
東
市
商
工
会
前
会
長
）
が
受
章
さ
れ
た
。

加東市商工会前会長
藤井　悦治 氏

祝 栄えある褒章を受章
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▲あいさつを述べる霞末会長

▲熱心に聞きいる青年部員

第
四
十
三
回
通
常
総
会

及
び
第
一
回
幹
部
講
習
会
を
開
催

〜
県
青
連
〜

　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
霞
末

浩
二
会
長
）
は
、
去
る
五
月
七
日
、

神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
（
神
戸
市
）
に
お
い
て
、

第
四
十
三
回
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。
井
戸
知
事
を
は
じ
め
、
多
数
の

来
賓
を
迎
え
、次
の
四
議
案
を
審
議
。

① 

平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

② 

平
成
二
十
二
年
度
会
費
の
賦
課
と

徴
収
方
法
に
つ
い
て

③ 

平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
設
定
に

つ
い
て

　
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

④
役
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て

　
副
会
長
四
名
、
理
事
七
名
、
監
事

二
名
が
選
任
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
総
会
後
に
、
第
一
回
幹
部

講
習
会
を
開
催
。

　
仲
川
和
志
日
本
精
機
宝
石
工
業
株

式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
に
よ
る

「
事
業
承
継
～
私
は
こ
う
考
え
る
～
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
百
二
十
八
名
の
参
加
者
が
あ
り
盛

会
に
終
了
し
た
。

地
域
活
力
増
進
事
業
採
択
審
査
会

　
県
連
合
会
は
、
五
月
七
日
に
県
商

工
会
館
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年

度
「
地
域
活
力
増
進
事
業
採
択
審
査

会
」
を
開
催
し
た
。

　
審
査
会
は
、
県
立
大
学
教
授
、
神

戸
新
聞
社
常
勤
監
査
役
、
県
経
営
商

業
課
長
、
県
連
合
会
役
員
及
び
チ
ー

フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
委
員
を
構
成
。

　
審
査
会
当
日
は
、
安
平
専
務
理
事

の
挨
拶
の
後
、
委
員
長
に
池
田
県
立

大
学
教
授
、
副
委
員
長
に
志
智
県
連

合
会
副
会
長
を
選
任
し
審
議
に
入
っ

た
。

　
県
下
十
四
商
工
会
か
ら
提
案
さ
れ

た
十
六
事
業
に
つ
い
て
、
予
算
額
を

一
千
万
円
以
上
超
過
し
て
い
る
の

産
学
連
携
の
事
業
調
印

　
県
連
合
会
は
、
五
月
十
一
日
に
県

商
工
会
館
に
お
い
て
、阪
南
大
学（
大

阪
府
松
原
市
）
と
商
工
会
産
学
連
携

事
業
の
調
印
式
を
行
っ
た
。

　
既
に
同
会
で
は
、
平
成
十
八
年
十

二
月
に
兵
庫
県
立
大
学
経
営
学
部
、

本
年
四
月
七
日
に
神
戸
芸
術
工
科
大

学
と
商
工
会
産
学
連
携
の
事
業
調
印

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
阪
南
大
学

が
三
校
目
と
な
る
。

　
当
日
は
、
安
平
専
務
理
事
の
挨
拶

の
後
、
中
村
経
営
支
援
課
長
が
経
過

地方税もインターネットでらくらく申告
（法人県民税・法人事業税・地方法人特別税）

☆エルタックスの特徴☆
◎自宅やオフィスから手続を行うことができます。
◎複数の地方公共団体に対する申告を、１回のデータ送信作業で行えます。
◎eLTAX PCdeskのチェック機能により、入力及び計算等の誤りを防止できます。
◎市販の税務会計ソフト（eLTAX対応）で作成した申告データを利用できます。

兵庫県信用保証協会 
神戸市中央区浪花町62番地の１ 

　078(393)3900（代表） 

さらにアップ 

で
、
そ
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
に

対
し
、
均
一
に
減
額
す
る
の
で
は
な

く
、
事
業
内
容
に
よ
っ
て
、
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
て
採
択
す
べ
き
で
あ
る
」

と
の
結
論
に
達
し
た
。
従
っ
て
、
各

委
員
に
よ
り
事
業
内
容
を
精
査
し
、

満
額
で
採
択
さ
れ
た
も
の
が
一
事

業
、
不
採
択
が
二
事
業
、
そ
の
他
に

つ
い
て
は
、
内
容
に
よ
っ
て
減
額
率

を
決
定
し
配
分
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
最
終
的
に
は
、
十
三
商
工
会
・
十

四
事
業
で
の
配
分
と
な
っ
た
。
採
択

さ
れ
た
各
事
業
に
対
し
て
、
同
会
の

職
員
等
が
地
区
担
当
を
決
め
、
事
業

に
参
画
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

を
説
明
し
、
同
会
の
木
南
会
長
と
阪

南
大
学
の
辰
巳
学
長
に
よ
り
、
商
工

会
産
学
連
携
事
業
の
協
定
書
に
署
名

と
捺
印
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
木
南
会
長
と
辰
巳
学
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
り
、経
営
、

情
報
、
広
域
観
光
、
地
場
産
業
の
振

興
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
こ
れ
か

ら
連
携
を
し
て
い
き
た
い
と
抱
負
を

語
っ
た
。

　
県
下
商
工
会
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

事
業
に
対
し
、
六
月
十
日
の
事
業
委

員
会
で
採
択
さ
れ
た
。
今
後
は
具
体

的
な
事
業
に
着
手
し
て
い
く
。
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神
鍋
石
材
㈱（業

種
：
石
工
事
業
）

︿
経
営
革
新
内
容
﹀

① 

ペ
ッ
ト
墓
の
規
格
化
商
品
開
発
及

び
販
売
ペ
ッ
ト
墓
と
し
て
望
ま
し

い
形
を
規
格
統
一
化
し
、
製
品
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
、
収
益
の

上
が
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
。

② 

新
展
示
場
開
設
と
ペ
ッ
ト
関
連

グ
ッ
ズ
の
販
売
に
よ
る
若
年
層
の

顧
客
の
開
拓
。

亀
井
時
計
店

（
業
種
：
眼
鏡
小
売
業
）

︿
経
営
革
新
の
内
容
﹀

　 

従
来
の
メ
ガ
ネ
小
売
店
か
ら
メ
ガ

ネ
職
人
工
房
と
し
て
の
業
態
開
発

① 

自
社
で
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
の
製
作

を
行
い
、
お
客
様
が
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ザ
イ
ン
し
た
世
界
で
一
つ
だ
け

の
『
手
作
り
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
フ

レ
ー
ム
眼
鏡
』
を
提
供
。

 

「
ホ
ッ
ピ
ー
」＆「
ラ
パ
ち
ょ
ん
」

の
着
ぐ
る
み
完
成

～
五
色
町
商
工
会
青
年
部
～

　
五
色
町
商
工
会
青
年
部
（
北
畑
光

晴
部
長
）
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
「
み
ど
り
豊
か
な
　
ご
し
き
！
～

未
来
の
こ
ど
も
た
ち
に
ホ
タ
ル
を
残

そ
う
～
ホ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
こ
の
度
ホ
タ
ル
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ホ
ッ
ピ
ー
」
の
着
ぐ
る
み

製
作
を
行
っ
た
。
ま
た
、
町
内
高
田

屋
嘉
兵
衛
翁
の
屋
敷
跡
に
あ
る
三
本

の
ラ
ッ
パ
イ
チ
ョ
ウ
（
全
国
で
も
三

十
本
程
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
）

 

「
民
俗
学
と
も
ち
む
ぎ
ぱ
す
た
の

ま
ち
・
福
崎
」
携
帯
サ
イ
ト
で
紹
介

～
福
崎
町
商
工
会
～

　
福
崎
町
商
工
会（
後
藤
雅
一
会
長
）

で
は
、
若
者
向
け
に
携
帯
サ
イ
ト
を

作
成
。「
も
ち
む
ぎ
の
話
」、
同
町
出

身
の
民
俗
学
者 
柳
田
國
男
、
県
指

定
文
化
財
な
ど
、
町
内
の
見
ど
こ
ろ

や
「
も
ち
む
ぎ
」
を
使
っ
た
料
理
が

食
べ
ら
れ
る
お
店
を
紹
介
し
て
い
る
。

　「
も
ち
む
ぎ
」
を
使
っ
た
料
理
が
食

べ
ら
れ
る
お
店
は
、
も
ち
む
ぎ
そ
う

め
ん
の
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
や
チ
ヂ
ミ
、

か
す
汁
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
料
理
の
他
、

デ
ザ
ー
ト
・
菓
子
類
で
は
、
パ
ン
ナ

経
営
革
新
に
取
り
組
ん
で
！

～
豊
岡
市
商
工
会
青
年
部
日
高
支
部
～

▲神鍋石材の「ペット墓」▲神鍋石材の「ペット墓」▲ 亀井時計店「手作りオン
リーワンフレーム眼鏡」

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　
豊
岡
市
商
工
会
青
年
部
日
高
支
部
で
は
青
年
部
員
自
ら
が
自
社
の
経
営
を
見
直
し
、

将
来
へ
の
新
事
業
創
造
へ
の
指
針
と
す
べ
く
経
営
革
新
に
取
り
組
ん
だ
。
地
域
力
連

携
拠
点
事
業
を
活
用
し
た
専
門
家
に
よ
る
指
導
も
受
け
た
こ
と
に
よ
り
経
営
革
新
計

画
の
承
認
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
承
認
を
受
け
た
経
営
革
新
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　
従
来
の
墓
石
、
石
材
の
展
示
場
で

は
な
く
、
年
齢
を
問
わ
ず
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
雰
囲
気
の
新
展
示
場
兼
営

業
事
務
所
、
作
業
所
を
新
設
。

② 

お
客
様
自
身
が
製
作
に
参
加
で
き

る
眼
鏡
教
室
を
開
催
し
、『
手
作

り
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
眼
鏡
』
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
企
画
を
実
施
。

を
町
内
外
に
広
く
知
っ
て
ほ
し
い
と

し
て
、
妖
精
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ラ
パ
ち
ょ
ん
」
着
ぐ
る

み
を
製
作
し
た
。
こ
れ
ら
の
着
ぐ
る

み
は
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
今
後
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
幅
広
く
利

用
す
る
予
定
で
今
年
の
秋
に
は

「
ラ
ッ
パ
い

ち
ょ
う
ま
つ

り
」、
来
年

六
月
頃
に
は

「
ホ
タ
ル
ま

つ
り
」
が
実

施
さ
れ
お
披

露
目
さ
れ
る

予
定
。

コ
ッ
タ
や
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
た
い
焼

き
な
ど
、
メ
ニ
ュ
ー
や
お
店
の
人
な

ど
も
写
真
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

▲「もちむぎ」を使った料理

 

「
今
田
の
飲
食
店
紹
介
」

～
篠
山
市
商
工
会
～

　
篠
山
市
商
工
会
（
溝
畑
敏
樹

会
長
）
で
は
、
市
内
今
田
地
区

の
飲
食
店
を
紹
介
す
る
「
今
田

グ
ル
メ
ガ
イ
ド
」を
発
行
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
元
の
飲
食
店
主

ら
で
つ
く
る
「
こ
ん
だ
グ
ル
メ

の
会
（
小
川
優
子
会
長
）」
が

ま
と
め
た
も
の
で
、
お
よ
そ
八

百
年
前
か
ら
続
く
「
丹
波
焼
の

郷
」
今
田
地
区
な
ら
で
は
の
店

を
取
り
上
げ
、
窯
元
巡
り
・
陶

芸
体
験
や
、近
年
湧
き
出
た
温

泉
に
訪
れ
る
観
光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ

を
行
う
。

　
地
元
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た

無
農
薬
野
菜
を
使
う
薬
膳
料
理

を
は
じ
め
、
ハ
ー
ブ
料
理
が
楽

し
め
る
カ
フ
ェ
、
発
酵
に
一
晩
か

け
る
パ
ン
屋
。
地
元
野
菜
が
自

慢
の
韓
国
料
理
店
な
ど
個
性
的

な
店
を
中
心
に
十
五
店
を
掲
載
。

そ
の
特
徴
や
お
薦
め
料
理
を
、

写
真
を
添
え
て
紹
介
し
て
い
る
。

▲ 個性的な店を掲載した
今田グルメガイド

▲ラパちょん ▲ホッピー
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県
連
合
会
で
は
、
平
成
二
十
、
二

十
一
年
度
と
実
施
し
て
き
た
国
か
ら

の
委
託
事
業
で
あ
る
「
地
域
力
連
携

拠
点
事
業
」
に
変
わ
り
、
中
小
企
業

に
対
す
る
日
常
的
な
経
営
支
援
に
取

り
組
む
支
援
機
関
の
経
営
支
援
能
力

を
補
完
・
強
化
す
る
た
め
、
そ
の
後

方
支
援
機
関
と
し
て
「
ひ
ょ
う
ご
中

小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し

た
。
中
小
企
業
へ
の
専
門
家
派
遣
や

農
商
工
連
携
・
経
営
革
新
・
事
業
承

継
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
窓
口
相
談
等

に
よ
り
中
小
企
業
の
経
営
力
向
上
を

図
る
。

事
業
概
要

新
事
業
展
開
支
援

①
経
営
革
新

　 

　
中
小
企
業
の
新
事
業
展
開
に
向

け
た
計
画
策
定
・
実
施
・
検
証
・

改
善
を
支
援
し
、
経
営
革
新
計
画

の
承
認
等
に
繋
げ
、
着
実
に
実
施

す
る
体
制
の
構
築
を
支
援
す
る
。

②
地
域
資
源
活
用

　 

　
地
域
の
特
徴
的
な
素
材
や
技
術

の
活
用
に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
が

新
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
、
ブ
ラ

ン
ド
力
構
築
等
を
行
う
際
に
必
要

と
す
る
支
援
を
行
う
。

③
農
商
工
等
連
携

　 

　
農
林
漁
業
者
と
の
連
携
に
よ
っ

て
、
中
小
企
業
が
新
商
品
開
発
や

販
路
開
拓
、
ブ
ラ
ン
ド
力
構
築
等

を
行
う
際
に
必
要
と
す
る
支
援
を

行
う
。

④
新
連
携

　 

　
分
野
を
異
に
す
る
事
業
者
が
有

機
的
に
連
携
し
、
そ
の
経
営
資
源

を
有
効
に
組
み
合
わ
せ
て
新
事
業

活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
る
新
た
な

事
業
分
野
開
拓
の
た
め
に
必
要
と

す
る
支
援
を
行
う
。

創
業
、事
業
再
生
及
び
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援

①
創
業
支
援

　 

　
創
業
を
目
指
す
者
を
支
援
す
る

た
め
、
創
業
に
必
要
な
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
等
を
付
与
す
る
と
と
も

に
、
各
種
創
業
関
連
施
策
を
活
用

し
、
質
の
高
い
支
援
を
行
う
。

②
事
業
再
生
支
援

　 

　
中
小
企
業
の
事
業
再
生
を
支
援

す
る
た
め
、
財
務
諸
表
等
に
基
づ

く
経
営
診
断
の
実
施
や
中
小
企
業

再
生
支
援
協
議
会
と
の
連
携
に
よ

る
再
生
支
援
を
行
う
。

③
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

　 

　
事
業
継
続
の
見
通
し
が
つ
か
な

い
中
小
企
業
の
事
業
転
換
や
廃
業

経
験
者
の
再
起
業
（
再
創
業
）
を

支
援
す
る
た
め
、
経
営
診
断
の
実

施
や
、
早
期
の
事
業
転
換
や
再
起

業
を
支
援
す
る
。

事
業
承
継
支
援

　 

　
親
族
内
及
び
親
族
外
へ
の
事
業

承
継
時
に
生
じ
る
様
々
な
課
題
に

悩
む
中
小
企
業
経
営
者
や
後
継
者

等
を
支
援
す
る
。

も
の
づ
く
り
支
援

　 

　
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
の
高

度
化
を
支
援
し
、
着
実
に
研
究
開

発
を
実
施
す
る
体
制
の
構
築
を
図

る
と
と
も
に
、
事
業
化
へ
の
支
援

を
行
う
。

新
た
な
経
営
手
法
へ
の
取
組
支
援

①
I
T
を
活
用
し
た
経
営
力
強
化

　 

　
中
小
企
業
が
、
I
T
活
用
に
よ

る
財
務
会
計
の
整
備
や
管
理
会
計

の
導
入
等
に
よ
り
、
自
ら
の
経
営

課
題
の
把
握
や
経
営
計
画
の
策
定

を
可
能
と
す
る
仕
組
み
構
築
を
支

援
す
る
。

②
見
え
な
い
資
産
の
把
握
・
活
用

　 

　
中
小
企
業
が
有
す
る
技
術
や
創

造
力
、
人
脈
や
信
頼
等
の
無
形
の

資
産
を
文
書
化
す
る
取
組
み
を
支

援
し
、
取
引
先
や
金
融
機
関
、
従

業
員
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
向
上
さ
せ
、
信
用
力
・
経
営

力
の
強
化
に
繋
げ
る
。

小
規
模
事
業
者
等

案件
集約

【専門家派遣等の支援】

【専門家派遣等の支援】

【注】：兵庫県内商工会地域におけるフロー図です。

情報
共有

経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等

ひょうご中小企業応援センター※

※ （公財）ひょうご産業活性化センター
を代表とする７機関で構成

兵庫県商工会連合会
CO：松本　茂樹
CO：山本　義明
＜但馬支所＞
CO：大西　敏之

＜淡路地域＞
南あわじ市商工会
CO：藤井　政良

連携

県下₂₉商工会（経営指導員等）
その他中小企業支援機関
・関係機関
・金融機関
・外部専門家団体等

ひ
ょ
う
ご
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
設
置
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